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§１．研究成果の概要 

 

 スピンを活用した熱電材料（スピン熱電材料）の開発に機械学習を応用し、新規スピ

ン熱電合金材料を開発した。 

 具体的には、まず、スピンゼーベック効果を利用したスピン熱電材料（Pt/R:YIG）の

データから、決定木、エラスティックネット、LASSO、ニューラルネットワーク等の機械学

習によってモデルを構築し(図を参照)、そのモデルを人間が解釈することで、材料開

発に関わる知見を抽出した。その後、ここで得られた知見を基に、別のスピン熱電材

料（異常ネルンスト効果を利用したスピン熱電材料）の開発を行い、熱電効率を向上さ

せた。 

（Y. Iwasaki et al. Scientific Reports, 9, 2751 (2019)） 
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② 研究項目 

・コンビナトリアル実験 

・ハイスループット第一原理計算 

・機械学習 

 


